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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３  
目指すべき 

生徒の将来像 

情
報
収
集
力 

課題に応じ様々な方法で情報を集

め、それを正しく読み取り客観的

に整理することができる。 

様々な情報収集の手段についてそ

の利便性と問題点を理解できる。 

収集すべき情報の特性や情報源の

信憑性が理解できる。 

課題を解決するための必要な情報

を見定めて収集し、整理保存ができ

る。 

困難な場面でも必要な情報を見定

めて収集し、整理保存ができる。 

 

 社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
絶
え
ず
変
化
を
予
測
し
主
体
的
に
学
び
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
生
徒
。 

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
協
働
や
対
話
を
通
じ
て
、
解
決
策
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
生
徒
。 

社
会
に
お
け
る
自
分
の
立
場
を
鑑
み
、
目
標
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
。 

 

状
況
分
析
力 

客観的な事実や情報に基づいて、

自分と他者の現状を受け入れた判

断をすることができる。 

客観的な事実や情報に基づいて状

況を判断できる。 

状況に応じて自分の現状を受け入

れた判断ができ行動に移すことが

出来る。 

状況に応じて自分と他者の現状を

受け入れた判断ができ行動に移す

ことが出来る。 

計
画
立
案
力 

自分と周囲の状況を理解し、そこ

から自分の目標や課題を考え、見

つけることができる。 

課題に対して、目標と計画を大まか

に立てることができる。 

立案した計画や目標に、自分なりに

取り組むことができる。 

予測をふまえ具体的な計画を立て、

条件が明確な課題であれば目標や

発生しそうな問題を予め考えるこ

とができる。 

経験のないことでも、事前にリスク

を検討・想定し、現実的で妥当な計

画と複数のシナリオを考えること

ができる。 

親
和
力 

興味を持って相手の話を聞き、相

手の立場に立って考えることがで

きる。また必要に応じて自分の気

持ちを表現して相手との信頼関係

を築くことができる。 

様々な状況でもチームへの貢献を

考えて行動することができる。 

仲間同士で相談することで、チーム

がやる気が出るように働きかける

ことで貢献することができる。 

周囲との協力や働きかけを通じて

チームの成果に全力で貢献するこ

とができる。 

 

行
動
持
続
力 

主体的に行動に移し、物事に対し

あきらめずに最後までやりぬくこ

とができる。 

任されたことは、自分でやるべきこ

とを考え行動することができる。 

常に良いやり方を追求し、能力向上

を心がけている。 

取り組んだことに対しては、自分な

りに工夫し、自発的に考え、責任を

もって行動することができる。 

 

やるべきことや他者の期待を自ら

考え、責任をもって主体的に行動す

ることができる。 

課
題
解
決
力 

課題を解決することにより、自分

に自信を持つことができる。 

自分が分からないことや疑問があ

っても相手を選んで、勇気をもって

聞くことができる。 

自分が置かれている状況を正しく

伝えることができる。 

ストレスやプレッシャーがかかる

場面でも課題に前向きに取り組む

ことができる。 

課題解決への軌道を修正して再び

着手していくことができる。 

ストレスや課題の原因を分析し、整

理し向き合うことで適切に対処す

ることができる。 

 

【予想される社会の変化】 

 AI技術の発展・高度情報化・グローバル化の拡大 

 技術革新の進行が速く社会の変化が激しくなり先が予測しづらい 

【生徒／学校の現状】 

学習面：学習に対して真面目に取り組み、課題への取り組みも 

おおむね良好である。 

生活面：素直で穏やかな性格で行事や部活動も一生懸命取り組む 

一方、受け身の姿勢が見られ自主性に欠ける部分がある。 

進路面：８５％の生徒が大学進学を希望し、うち約 3割の生徒が 

推薦等を活用している。 

 

【教育目標】 

 英知：主体的に粘り強く学び続ける生徒の育成 

 自律：自己と他者を尊重し、互いを高める規範意識を持った生徒の 

育成 

 努力：将来への目標を掲げ、計画的に邁進していく生徒の育成 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

社会の変化に対応するために絶えず変化を予測し主体的に学び続けていくことができる生徒。 

多様な価値観を受け入れ、協働や対話を通じて、解決策を生み出すことができる生徒。 

社会における自分の立場を鑑み、目標に向かって行動することができる生徒。 

 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

    

①情報収集力 課題に応じ様々な方法で情報を集め、それを正しく読み取り客観的に整理することができる。 

 

②状況分析力 客観的な事実や情報に基づいて、自分と他者の現状を受け入れた判断をすることができる 

 

③計画立案力 自分と周囲の状況を理解してそこから自分の目標や課題を考え、見つけることができる。 

 

④親 和 力 興味を持って相手の話を聞き、相手の立場に立って考えることができる。また必要に応じて自分の気持ちを表現して相手との信頼関係を築くことができる。 

 ⑤行動持続力 主体的に行動に移し、物事に対しあきらめずに最後までやりぬくことができる。 

⑥課題解決力 課題を解決することにより、自分に自信を持つことができる。 

 

【学校像/学校経営計画】 

豊かな心と確かな学力を育てる学校  

～ 文武両道 ～ 

生徒の夢や希望を目標にかえ、実現させる学校  

～ 進路希望の実現 ～ 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性 

思
考
・
判
断
力
・
表
現
力 

知
識
・
技
能 


